
 

 

平成29年 結核登録者情報調査年報集計結果について～表ごとの解説～ 
 

 

表１【諸外国と日本の結核罹患率について】 

平成29年の結核罹患率（人口10万対）は13.3であり、前年と比べ0.6ポイント減少している。  

日本の結核罹患率は近隣アジア諸国に比べ低い水準にあり、米国等他の先進国の水準に年々近づいて

いる。  

 

表２【結核罹患率の都道府県別おもな順位について】 

都道府県別の結核罹患率（人口10万対）は、大阪府、長崎県、東京都、兵庫県、徳島県の順に高

く、宮城県、福島県、山形県、秋田県、長野県の順に低くなっている。大阪府の結核罹患率は21.3で

あり、同府の中でも大阪市の罹患率が最も高く、32.4となっている。（表２、表７－２）  

 

表３【結核の死亡数及び死亡率の年次推移について】 

平成29年の結核による死亡数は2,303人(概数)で、前年の1,892人に比べ411人増加している。この

大幅な増加は平成29年より人口動態統計における死因統計に使用する分類を変更したことに伴い、

死因を選択する統計上のルールも変更された影響が含まれている。死亡率（人口10万対）も1.5から

1.8に増加したが、死因順位は28位から30位と順位を下げている。  

 

表４【新登録結核患者数及び罹患率の年次推移について】 

（１） 平成29年に、新たに結核患者として登録された者の数（新登録結核患者数）は16,789人で、

前年より836人(4.7%)減少している。減少率を見ると、平成27年から平成28年にかけての

減少率は3.6%（18,280人→17,625人）であることから、減少幅は1.1ポイント大きくなっ

ている。（表4-1） 

（２） 平成29年の罹患率（人口10万対）は13.3であり、前年の13.9より0.6(4.3%)減少してい

る。減少率を見ると、平成27年から平成28年にかけての減少率は3.5%であることから、減

少幅は0.8ポイント大きくなっている。(表４－１、図１)  

（３） 菌喀痰塗抹陽性肺結核の患者数は6,359人で、前年より283人（4.3%）減少している。(表４

－２)  

（４） 菌喀痰塗抹陽性肺結核の罹患率（人口10万対）は5.0であり、前年の5.2より0.2減少してい

る。菌喀痰塗抹陽性肺結核の患者が全体に占める割合は37.9%で、前年と比べて0.2ポイン

ト増加している。(表４－２)  

 

表５【年次別・年齢階級別 新登録結核患者数および潜在性結核感染症新登録者数について】 

（１） 年齢階級別の新登録結核患者数では、0～14歳の小児結核は59人で前年と同数となってい



る。0～4歳と90歳以上を除いた年齢層では患者数は減少している。80～89歳で最も大きい

316人の減少となったが、90歳以上では48人の増加となっている。各年齢階層別で全体に占

める割合は、80～89歳が28.7%と最も多くなっているが、平成26年以降減少傾向となって

いる。一方、90歳以上では11.3%となっており増加傾向にある。(表５－１)  

（２） 年齢階級別の菌喀痰塗抹陽性肺結核新登録患者数は、0～14歳の小児結核は4人で前年から1

人の増加となっている。15歳以上の年齢層では、20～29歳では7人の増加、30～39歳で23

人の増加となっている。その他の年齢層では減少となっているが、減少幅は80～89歳が最も

大きく、220人の減少となっている。各年齢階級別で全体に占める割合は、80～89歳が

31.4%と最も大きくなっている。（表５－２）  

（３） 平成29年に登録された小児結核患者（15歳未満）のうち、重症結核例である粟粒結核及び結

核性髄膜炎患者数は4人（０歳3人、１4歳1人）であったが、うち１人（0歳）は粟粒結核と

結核性髄膜炎の併発であった。（表５－３）  

（４） 平成29年に新たに登録された潜在性結核感染症の者の数は 7,255人で、前年より222人の減

少となっている。年齢階級別では、9歳以下と70歳以上の年齢階級で増加、その他の年齢階

級で減少となっている。増加は70～79歳が最も大きく153人の増加となっている。減少は50

～59歳で最も大きく150人の減少となっている。（表５－４）  

（５） 新登録結核患者数に対する潜在性結核感染症新登録者数の比は、14歳以下が4以上となってお

り、潜在性結核感染症新登録患者数の方が多くなっている。15歳以上では、いずれも1未満

となっており、新登録結核患者数の方が多くなっている。（表５－５）  

（６） 職業別では、全体の潜在性結核感染症新登録者数に占める医療職の割合が、前年の24.9%か

ら24.6%に減少している。一方、無職・その他が全体に占める割合は、前年の27.9%から

29.5%に増加しており、平成25年の17.0%から1.7倍の増加となっている。（表５－６）  

（７） 外国生まれ新登録結核患者数は、前年から192人増加し、1,530人となり、新登録結核患者に

占める割合は9.1％となっている。新登録結核患者数が最も増加したのは30～39歳であり前

年から91人増加し、349人となっている。また20～29歳の新登録結核患者における外国生ま

れの者の割合も前年から5.2ポイント増加し、62.9%となっている。（表５－７）  

（８） 外国生まれ新登録結核患者のうち、入国5年以内の者は、前年の608人から130人増加し738

人となっている。特に20～29歳の年齢階級では、前年から59人増加し、491人となってい

る。（表５－８）  

 

表６【年次別・年齢階級別 結核罹患率について】 

（１） 年齢階級別の結核罹患率は、高齢層ほど高く、60～69歳で11.4、70～ 79歳で22.0、80～

89歳で55.5、90歳以上では92.7となっている。（表６－１）  

（２） 菌喀痰塗抹陽性肺結核の罹患率も、同様に、高齢層ほど高くなっている。70歳代までは10未

満だが、80～89歳で23.0、 90歳以上では42.1となっている。（表６－２）  

 

表７【新登録結核患者数及び結核罹患率 都道府県別・年次推移について】 



（１） 都道府県別の新登録結核患者数は、47都道府県のうち19の都府県で増加している。新登録結

核患者数が最も多いのは東京都の2,213人で、次いで大阪府の1,881人となっている。（表７

－１）  

（２） 都道府県別の結核罹患率は、47都道府県のうち21の都府県で増加している。一方、結核低ま

ん延の水準である罹患率が10を下回った県は、前年と同数の10県となっている。最も低い宮

城県の結核罹患率は7.2となっている。（表７－２）  

 

表８【年末時結核登録者数及び有病率の年次推移について】 

平成29年末現在の結核登録者数は39,670人と、前年の42,299人より2,629人減少している。そのう

ち、活動性全結核の患者数は11,097人と、前年より620人減少している。また、平成29年末の結核

有病率は、前年の9.2から0.4減少し、8.8となっている。(表８)  

 

表９～表１４【新登録結核患者の疫学的特徴について】 

＜再治療者＞  

平成29年新登録結核患者のうちの再治療者は、前年の908人から69人減少して839人となってい

る。このうち、前回治療年が2000年以降の者は526人で、さらに2010年以降の者が432人と再治

療者のうち51.5%となっている。 (表９)  

＜発見の遅れ＞  

(ア) 平成29年の新登録肺結核患者のうち有症状の者の中で、受診が遅れた（症状発現から受診ま

での期間が２か月以上）患者の割合は、20.8%となり、平成14年以降で最高となっている。この

うち30～59歳の有症状菌喀痰塗抹陽性肺結核患者に限定すると、受診が遅れた患者の割合は

35.0%となっている。(表10－１)  

(イ) 診断が遅れた（受診から結核の診断までの期間が１か月以上）患者の割合は、21.7%となっ

ている。（表10－２）  

(ウ) 発見が遅れた（症状発現から結核の診断までの期間が３か月以上）患者の割合は、21.2%と

なっている。（表10－３）  

＜薬剤耐性＞  

平成29年の新登録肺結核培養陽性結核患者9,580人のうち、薬剤感受性検査結果が判明した者は

7,891人で、割合は82.4%となり、初めて80%を越えた値となっている。このうち、多剤耐性肺

結核患者数(INH,RFP両剤耐性の者)は52人で、前年より3人増加となっている。新登録肺結核培養

陽性結核患者の多剤耐性結核割合は0.5%となっている。また、薬剤感受性検査結果が判明した者

のうち、主要4剤(HRSE)全ての薬剤に対し感受性のある患者の割合は88.5%となっている。(表

11)  

＜糖尿病、HIV合併＞  

平成29年の新登録結核患者のうち、糖尿病合併患者は2,368人で、新登録結核患者の14.1%とな

っている。また、HIV検査を実施した患者は1,488人で、新登録結核患者の8.9%にあたり、この

うちHIV陽性は34人で、新登録結核患者の0.2%となっている。(表12)  



＜医療従事者＞  

（ア） 平成29年の新登録結核患者のうち、看護師・保健師からの登録患者は216人で、昨年の

191人から25人の増加となっている。新登録結核患者のうちの割合は1.3%となっている。年齢階

級別では、30～39歳の層が最も多く、同年齢階級新登録結核患者の6.0%となっている。（表13

－１）  

（イ） 平成29年の新登録結核患者のうち、医師の登録患者は38人で、新登録結核患者の0.2%とな

っている。年齢階級別では、30～59歳で、同年齢階級新登録結核患者の0.5～0.6%となってい

る。（表13－２）  

（ウ） 平成29年の新登録結核患者のうち、理学療法士、作業療法士、検査技師、放射線技師など、

看護師・保健師・医師以外の者で医療機関に勤務する者の登録患者数は280人で、昨年の231人

から49人の増加となり、新登録結核患者のうちの割合は1.7%となっている。年齢階級別では、

30～39歳における割合が最も大きく、同年齢階級新登録結核患者の6.5%となっている。（表13

－３）  

＜無職臨時日雇など＞  

平成29年の新登録結核患者のうち、登録時の年齢が20～59歳であり、登録時の職業が無職臨時日

雇等であった者は878人で、昨年の1,105人から227人減少している。新登録結核患者のうちの割

合も18.9%となっている。年齢階級別での患者数は、高齢層ほど多くなっており、55～59歳で

は、同年齢階級の26.7%を占めている。  

また、男性の患者に占める無職臨時日雇等の者の割合は55～59歳が最も割合が大きく、25.9%となってい

るが、昨年から7.6ポイント減少している。（表14－１、14－２） 


